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2009年 1月 7日（水）例会プログラム            表紙 花の説明 

点鐘     

君が代・ロータリーソング 

ビジター紹介 

出席報告 

ＳＡＡ報告 

諸報告 

幹事報告 

会長挨拶 

年頭の挨拶 

  

 

例会報告   Vol.４６  No.２２（No.2183） １２月２４日（水）曇り  (司会 北村英明委員長） 

本例会での主な事項 

◇会長挨拶 秋田政夫会長  ◇各委員会前期事業報告 

 

諸 報 告 

新年会・歓迎会のご案内 （倉持功典委員長） 

平成２１年 1 月１４日（水） 午後６時より 幸すしにて開催致します。本日ＦＡＸを送らせていただきます。宜し

くお願いします。 

 

国際奉仕委員会 (松崎隆詞委員長) 

平成２１年１月７日より、２名の交換学生受入となります。皆様の御協力宜しくお願いします。 

 

幹 事 報 告  （染谷正美幹事） 

週報受理クラブ なし 

例会変更クラブ 藤代ＲＣ 平成２１年１月５日（月） 午後７時３０分より サルデーレ 

               １月１２日（月） 休会 

会 長 挨 拶  秋田政夫会長 

こんにちは。２００８年最後の例会となりました。自分自身、後ろを振り返る

余裕もなく、ただ前ばかり見ていた前期であったようで反省することがたくさ

んあります。来年は牛年で年男になりますので牛のように力強く、着実にロ

ータリー活動に努めて行きたいと考えています。この１２月はロータリー家

族月間です。全ての源は家族です。世界中で飢餓や疾病に苦しんでいる

多くの子供たちそして、家族に焦点を当てロータリー奉仕をしていかなけ

ればなりません。また、今日はクリスマス イブです。世界中の子供たちが

家族と共に楽しい時間を過ごすことができればと思っています。先週は家

族親睦忘年会へのご出席、ありがとうございました。静かな音楽演奏が流れる中で美味しい料理を提供してく

ださり、またお楽しみ抽選会も和やかな雰囲気で行われて、良い思い出になりました。親睦活動委員会の皆

さん、ご苦労様でした。 

また、次の日には第７分区の親睦ゴルフ大会が穏やかな好天気のもとで開催されました。クラブからは２０名

の参加をしていただき、ありがとうございました。斉藤広巳会員がベストグロス優勝を果たしました。おめでとう

ございました。 
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来年、初例会日７日にはツウンバロータリークラブから２名の交換学生が来日します。国際奉仕委員会によっ

て受け入れ準備が進められていますが、日本での良い思い出をたくさん持ち帰ることができるように会員の

皆様にもご協力を宜しくお願いします。 

また、今回ホストファミリーのご協力をいただける石塚会員、北村会員にはお礼と感謝を申し上げます。お元

気で新年の顔合わせが出来ますようご祈念し挨拶とします。 
 

前期事業報告 

会員組織委員会 田上秀雄委員長 

目標は、1.会員増強と退会防止 ２.地域社会のＰＲの強化 ３.各委員会の連絡

を密にし、魅力あるクラブ運営を行う ４.地域・会員にロータリーを正しく理解し

てもらう 以上四項目を掲げさせていただきました。この中で一番重要な事は増

強と退会防止ですが、残念ながら１名の退会予定、２名の入会、純増１名となり

ました。私も２名の増強をしようと声を掛けておりますので、会員の皆様方の御

協力宜しくお願い致します。 

 

クラブ管理運営委員会 青木正弘委員 

私たちは、ロータリークラブに色々と教えられ、多少なりとも成長させていただいております。そんなロータリ

ークラブに感謝の気持ちを持って厳しくもあり、また楽しくもある品格あるクラブ作りに、各委員長の協力のも

と努めてまいりました。効果的なロータリークラブの管理運営には、共通の目標達成に向けて会員やリソース

を管理する事が含まれます。地域社会に奉仕し、会員の関心を維持し、クラブや地区ひいては国際ロータリ

ーのリーダーとして活躍できる会員を育成するためには、クラブが効率よく運営

されなければなりません。 

後期もまた会員皆様の御協力を宜しくお願い致します。２００９年皆様にとって

良い年でありますことをお祈り致します。 

クラブ会報委員会 青木正弘委員長 

例会の記録を保存するため週報を発行し、会員及び他クラブへの情報伝達を

行う。紙面の充実を図りより多種多様な情報発信に努める。以上２つの項目を

一生懸命やっている途中であります。 

 

出席委員会 青木清人副委員長 

例会の出席は、会員の義務でありクラブの活性化にとって大きく影響するものと

の認識で、委員会活動を行ってまいりました。来年早々には、各会員の出席状

況を報告したいと思います。後期も 

① 会員一人ひとりの出席率６０％以上を確実にする 
② 連絡なしの欠席をなくす 
③ 大会、他クラブなど積極的なメークアップの推進 
上記目標の通り活動していきたいと思います。 

親睦活動委員会 倉持功典委員長 

１. 納涼会の実施・・・・９月６日（土）東京ディズニーシー ５１名の参加 

２. 忘年会の実施・・・・１２月１７日（水）水海道ゴルフクラブ ５１名の参加 

３. 観劇会の予定・・・・平成２１年３月７日（土）歌舞伎座 

 

ＳＡＡ委員会 横山 修委員長 

１０月、１１月と常陽銀行改修工事に伴い温かいお茶をお出しする事が出来

ず申し訳ありませんでした。ニコニコボックスですが、現在１２０万くらいです。

会長目標の２００万以上達成のため皆様の御協力宜しくお願い致します。 
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プログラム委員会 北村英明委員長 

前期は外部卓話を中心という事で、青木智也さんに「いばらぎじゃなくていばら

き」、野村証券さんには資産運用のアドバイス等々。後期も外部卓話を中心に

行きたいのですが何分にもネタ切れ状態ですので皆様のご推薦をお願いした

いと思います。それから会員卓話もお願いしたいと思います。御協力宜しくお願

い致します。 

 

 

 

雑誌委員会 飯塚三夫委員長 

常総市、つくばみらい市の市役所他、８ヶ所に毎月ロータリーの友を配布してお

ります。 

 

ＩＴ委員会 登坂 寛委員長 

IT 委員会では、主に例会場以外での事業の写真を撮影し、ホームページに掲

載してきました。 

写真撮影、情報収集、ホームページへの掲載については、副委員長の石塚克

己会員に大いに助けていただきました。 

後期はなるべく自分でもできるよう努力したいと思います。 

 

 

 

職業奉仕委員会 熊谷 昇委員長 

第二例会時に四つのテストの斉唱、各テーブルに職業宣言をセット、月間には

シャープの遠藤さんより環境について太陽エネルギーの卓話。職場見学は地

元大生郷のＳＭＣさんの見学をしました。 

 

国際奉仕委員会 松崎隆詞委員長 

１. ８月にツウンバＲＣへ３名の学生派遣 

２. 平成２１年１月７日～、ツウンバＲＣより２名の学生受入・・・今、予定表（案）

を回覧しておりますが、御協力宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

新世代奉仕委員会 染谷秀雄委員長 

今年度、新世代奉仕委員会は地区の継続事業「ライラセミナー」の協力及び会

員1名を含む5名の方を推薦いたしました。当初地区においても参加者がなか

なか集まらない状況のなか当クラブにおきましては毎年複数の参加者を出す事

ができました。 

また、新たな事業を模索するうえで、しもだて紫水クラブの事業「鮭おかえりな

祭」にロータリークラブ会員及び水海道青年会議所の会員と参加をさせていた

だき、環境問題の大切さを生命の尊さを再認識することができました。 

１． ライラセミナーの協力（5名の参加者を推薦） 

２． しもだて紫水クラブ主催「鮭おかえりな祭」の参加 

３． ボーイスカウト、ガールスカウト活動の助成 
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ロータリー財団 古谷榮一委員長 

１１月はロータリー財団月間でしたが、おかげさまをもちまして会員皆様からご

寄付を頂きました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

米山記念奨学会 福田克比古委員長 

おかげさまをもちまして、１人２万円達成する事が出来ました。クラブとしても

功労賞、さらに１０名の方が功労賞となりまた。ありがとうございました。 

 

出 席 報 告 （青木清人副委員長） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜暇 メーク 出 席 率 
５１名 ３７名 １４名 ０名 ０名 ７２．55％ 

 

ニコニコボックス（横山 修ＳＡＡ）                 入金計 ￥39,000   累計 ￥1,181,000  

前期、無事終了しました。 秋田会員 

忘年会ご苦労様でした。後期も宜しくお願い致します。  染谷（正）会員 

本年も残り少なくなりました。お体を大切にお過ごし下さい。  田上会員 

来年も宜しくお願いします。  武藤会員 

秋田・染谷年度半分過ぎました。あと半期頑張って下さい。親睦委員会、忘年会ご苦労様でした。大串会員 

先週は忘年会が無事終わりました。有難うございました。  福谷会員 

忘年会お世話になりました。また一年間お世話になりました。そして本日早退致します。 島田会員 

年の瀬、寒さが身にしみます。  青木（清）会員 

一年間お世話になりました。  白井会員 

水海道小学校金管バンドが四年連続で日本一に輝きました。  北村（英）会員 

秋田会長、染谷幹事、前期お疲れ様でした。  石塚（克）会員 

良いお年をお迎え下さい。  中川会員 

今年一年お世話になりました。  鈴木（邦）会員 

先週欠席致しました。また忘年会ご苦労様でした。バームクーヘンを頂きました。親睦委員会の皆様お疲れ

様でした。  熊谷会員 

本年お世話になりました。新年７日、ツウンバより交換学生が来ます。宜しく御協力お願いします。松崎会員 

メリークリスマス！今年一年お世話になりました。  樫村会員 

今年一年有難うございました。  横山会員 

今年一年お世話になりました。来年も宜しくお願いします。  和久事務局 

 

会 報 委 員 会   青 木 正 弘 委 員 長   上 野  博 副 委 員 長 
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親愛なる同僚ロータリアンの皆さん、１月はロータリー年度後半の始まりです。 私たちがこれまでの半年間に

どこまで達成したかを振り返り、その進捗状況を評価するとともに、残る半年間に私たちの目標を達成するよ

う決意を新たにするときです。私たちがロータリアンとして自分自身のために課した目標と同じように、自分た

ちのクラブの目標を論じ、評価するときなのです。 

ロータリーの中核となる価値観 

 １月は「ロータリー理解推進月間」でもあります。ロータリーの価値観が ─ 私たち自身の活動が ─ ロータ

リーに対する世間の認識にどのような影響を与えているかを、あらためて考え直してみるときでもあります。長

期計画は、私たちが奉仕の第二世紀に入るに当たって、私たちが描く方向性としての指針と指導原理を表

す 5つの中核となる価値観を定めています。 

 「奉仕（Service）」は、私たちにとってそうあるべき第一の価値です。私たちの奉仕の焦点は私たちの第一標

語「超我の奉仕」を反映したものです。クラブや地区で行う奉仕を通して、私たちはより良く、より安全で、より

健康的な地域社会を、一つのプロジェクトごとに創り上げていく可能性をもっています。 

 「親睦（Fellowship）」は、100年以上前にロータリーが創立された理由です。友情、仲間意識、それに、何か

いいことを一緒にするというすばらしい考え方があるからこそ、私たちはみな、毎週開かれる例会を楽しみに

しているのです。 

 「多様性（Diversity）」は、年を重ねるごとに、より重要になるロータリーのあり方の一つです。すでに200以

上の国々と地域に広がっているロータリーの地図に、私たちはちょうどキリバス共和国を迎え入れたところで

す。私はすべてのロータリアンとともに、世界中のあらゆる地域社会にロータリークラブがあるという日が来る

ことを楽しみにしています。 

 「高潔性（Integrity）」は、私たちの組織のアイデンティティーにとっての基本です。ロータリアン一人ひとりは、

代々のロータリアンたちが築き上げてきた信望を継承する役割を担っています。あらゆるかかわり合いで私た

ちが高い倫理基準を維持し続ければ、私たちはもっと効果的に奉仕活動を行うことを可能にするための信頼

を高めることになります。 

 しかしながら、5 番目で、そして最後の中核となる価値観は、私たちが発揮する「指導性（Leadership）」です。

私たちの行動の一つひとつが、ロータリアンとしての行動だということを自覚しなければなりません。私たちが

ロータリアンとなるべく選ばれた、そして、その栄誉を受け入れる道を選ぶということは、自分が組織全体の代

表者になるということなのです。 

核となる価値観に沿って暮らす 

 私たちがロータリアンとして知られると、私たちの一挙手一投足が、私たち全員に影響を及ぼすということに

なります。私たちの核となる価値観に従って暮らし、超我の奉仕にかかわることによって、私たちは、より強い

ロータリーと、すべての人々にとってより良い世界を築くことになるのです。 

DONG KURN (D.K.) LEE PRESIDENT, ROTARY INTERNATIONAL 


